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Professional baseball was the most popular sport in Japan 
for many years.　However, it is losing its popularity.　The 
number of terrestrial broadcasting in the last 10 years is 
decreasing.　It seems that this decrease means two things.　
One is that the value of traditional sports as content is 
debasing.　The other is that television is losing its 
importance as a media.
Although Red Bull is not a broadcasting or sports company, 
its marketing gives us a clue to devise a countermeasure to 
the situation.　For example, Red Bull posts many extreme 
sports videos through social media every day.　Many people 
watch the movies and the number of subscribers of social 
media has been increasing.　Based on the facts, it is thought 
that the media we use and the content we like are changing.
In this paper, after examining current status of Japanese 
professional baseball, we will consider required changes of 
media and content using Red Bull’s marketing activities.
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エンジンを積んだ乗り物を使った競技としては、他にRed Bull Air Raceが
ある。単座席のプロペラ機を使って行われるタイムトライアルレースで、空気
で膨らまされたパイロンで作られたコースを飛行するタイムを競う競技である。
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これら以外にも、特設コースで自動車のドリフトを競うRed Bull Drift 
Shifters、アイスホッケー用のスケート靴を履いて氷で作られたコースを滑り
下り、順位を競うRed Bull Crashed Iceなど、レッドブルは数多くのエクスト
リームスポーツのイベントを主催している。
このように、レッドブルは飲料メーカーの枠を超えてスポーツに注力をして










































前者の、自らのプラットフォームで提供するものにはRed Bull Content 
Pool、Red Bull Content Pool Premium、Red Bull. COMの 3 つがある7）。
Red Bull Content Poolはその中心的なものであり、多くの動画、静止画が納
められている。その数はストーリーが7,46２本、静止画が406,5２8枚、動画が
２6,035本にも上る8）。これらは登録さえすれば誰でも無償で利用できる。ダウン
 7） Red Bull Media Houseは、エクストリームスポーツ以外にも特にアルプス一帯への旅行
や音楽、ゲームに関するコンテンツも提供している。
 8） ２019年 ２ 月 8 日 0 時現在。
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ロードすることも可能で、編集したり放送に用いることもできる。














２006年 9 月 6,66２本 8,196,578人 ２,151,２75,506回
Aston Martin Red Bull Racing
　F 1 など
２006年 3 月 540本 441,２56人 91,433,11２回
Red Bull Air Race
　エアレース
２007年 5 月 673本 78,445人 37,396,613回
Red Bull Motorsports
　ラリー、モトクロスなど
２018年 6 月 630本 ２00,05２人 130,094,869回
Red Bull Bike
　自転車競技
２018年 6 月 7２２本 300,598人 ２77,156,650回
読売ジャイアンツ ２016年 3 月 86本 ２7,003人 5,136,89２回
阪神タイガース ２016年 ２ 月 18本 ２,945人 135,184回

























































































































4 － 1 　エクストリームスポーツというコンテンツ
本稿の冒頭において、プロ野球のコンテンツとしての重要度が低下してきて
いると述べた。その一方で、YouTubeのレッドブルのチャンネルは広く視聴
されている。一例として、表 ２ で示したRed Bullのチャンネルを例として見て
みよう。
２019年 ２ 月 8 日までのこのチャンネルの総視聴回数は、約２1億 5 千万回であ





















































































































































12） ２019年 ２ 月現在、税別で月額1,750円。ただし、ドコモ利用者は税別月額980円で契約で
きる。
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